
子宮は卵巣から排卵された卵子と精子が
結合した受精卵が、胎児として成長するとこ
ろです。

妊娠が成立しない時は子宮内膜がはがれ
て月経を生じます。

第179号 2025年3月発行
毎月、健診についての情報や健康
知識、栄養について皆さまにお知
らせします。

（公財）鳥取県保健事業団
鳥取市富安二丁目９４番４ Tel  0857-23-4841

子宮頸がんについて

子宮について

＜裏面もご覧ください＞

今回は、若い世代で罹患率の高い子宮頸がんについての特集です。

子宮がんは
子宮頸部にできる子宮頸がんと、子宮体部にできる子宮体がんに分けられます。

子宮頸がんについて
初期はほとんど無症状で進行すると不正出血や帯下(おりもの)

原因：大部分がHPV(ヒトパピローマウイルス)の持続感染による発がん

ワクチン接種と検診を併せて行うことで予防と早期発見ができる

原因となるＨＰＶとは・・・？

ＨＰＶ感染

持続感染

子宮頸部
上皮内腫瘍

子宮頸がん

消失
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ＨＰＶタイプ
＋ウイルス量
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免疫

遺伝子組込み
がん遺伝子

感染経路はほとんどが性交渉によるも
のとされています。

ＨＰＶには200種類以上のタイプがあり、
子宮頸がんの原因となるタイプ(ハイリス
クＨＰＶ)が少なくとも15種類あります。こ
れらは、とてもありふれたウイルスで、女
性の5人に4人は一生のうち一度は感染
すると言われています。ハイリスクHPVに
感染しても90％以上が2年以内に自然排
出されますが、子宮頸部に持続的に感染
した場合に一部で腫瘍性変化(子宮頸部
上皮内腫瘍)を生じ、さらに一部が浸潤が
んに進行します。



問診

•問診票に月経周期や直近の月経の様子、妊娠歴、閉経した年齢などを記載します。

視診

•腟鏡を挿入し、子宮頸部を観察します。帯下（おりもの）の状態、炎症の有無等を医師が確認します。

細胞診

•専用の細胞採取器具で子宮頸部をこすって細胞を採取し、その後異常細胞がないか顕微鏡検査を
行います。ほとんど痛みはなく、短時間ですみます。この際に少し出血することもありますが、一時的
なもので心配する必要はありません。

内診
•医師が双合診(両手で挟む)で子宮や卵巣等の骨盤内臓器の腫大・痛みをチェックします。

子宮がん検診について

当財団では令和5年度から経腟超音波検査を検診に組み入れて、子宮

内膜の観察による子宮体がん検査の必要な方の抽出に応用しています。
また、子宮内膜症や小さめの子宮筋腫等の良性子宮疾患や卵巣腫瘍等
の発見に努めています。(※経腟超音波検査は現在のところ健診センター
(富安)のみでの実施となります。)

ＨＰＶ検査について

ＨＰＶ検査とは、子宮頸がん検診の一貫としてＨＰＶ感染の有無を調べる検査です。

細胞診 / ＨＰＶ検査併用健診

液状化検体法を利用すると、細胞診と同一の
検体でがん化と関連するＨＰＶ(ハイリスクＨＰＶ)
の検出が可能です。

市町村の一部では、既に実施されているとこ
ろもありますので、市町村にお問い合わせくださ
い。

ＨＰＶ検査単独法

採取した細胞がハイリスクＨＰＶに感染してい
るかどうかを先に検査し、ＨＰＶ陽性者に対して
のみ同一検体で細胞診を行う方法です。
最近、国が示したガイドラインでは30～60歳

が対象とされています。様々な課題もあり、現
在は県内市町村での実績はありませんが、近
い将来導入される可能性があります。

監修 皆川 幸久(鳥取県保健事業団総合保健センター長)
・産婦人科専門医(日本専門医機構)
・婦人科腫瘍専門医(日本婦人科腫瘍学会)
・細胞診専門医(日本臨床細胞学会)
・超音波専門医(日本超音波医学会)
・がん治療認定医(日本がん治療認定医機構)

ワクチン接種と検診で子宮頸がんの予防・早期発見を

経腟超音波検査について


